平成２３年度　第１回　子ども権利委員会会議要旨

Ⅰ．開催日時　：　平成２３年４月２７日(水)午前１０時～午前１１時５５分

Ⅱ．場所　：　市役所　３０３会議室

Ⅲ．出席者　：　子ども権利委員会　委員長、副委員長、委 員６名（欠席委員２名）

事務局 　　　　　　健康福祉部子ども担当部長、子育て支援室長、室員
子ども政策室長、室員、子ども相談員

Ⅳ．内容

１．委嘱状の交付

新年度になり、各団体での役員改選に伴う委員の変更が一部あった為、事務局より新委員の紹介後、子ども担当部長より委嘱状を交付（委嘱２名）

２．委員長あいさつ

３．議事進行　（副委員長に司会を交代。）
①本年度の取組について
・アンケート調査
事務局より配布資料説明
前回までの会議での委員意見を集約し、指摘箇所の修正を含めた最終版を提示。前回の会議ではなかったが、集計の関係上、アンケートには回答用紙を添付する旨を報告（小２以外）。
○　調査期間内に回答できる人のみを対象とし、長期入院者等でその期間不在者は考えない。
○　以前、対象者に特別支援学校の子どもも含むという話をしたが、人数が非常に限られているため、特定されてしまう恐れや個人によってアンケートの記載の可否があった。新しい年度になり、人数も変わっていると思うので、調査する方向で学校と相談し、後日報告する。また、記入できない方には、ヒアリングという方法も検討する。
○　学校へ渡す文書については、校長会代表委員と協議して出したい。
○　アンケート調査の実施は、予定として、学校へは５月１１日の校長会で、保育所等については５月１０日の施設長会で説明、依頼する。市役所内では５月１２日の主管室長会で説明。幼稚園については公立２園を対象とし、各園に説明、依頼する。
○　教職員アンケートの回答について、「学校」だけでなく「学級」という回答もあるほうがいいのではないか。担任を持っている先生は学校全体のルールというより、自分のクラスについてのルールについて話すことが多いように思える。

⇒　それに連動して、子どもたちにも学校のルールの事を聞いているので、そこも同様に「学校・学級」と修正する。また、保護者のアンケートについても同様に修正する。

○　小学校２年生用の練習用問題は回答を書かないよう工夫する。

・条例関連事業の実施
事務局より配布資料説明
平成２２年度の実績として、一つのケースに関わる回数が年々増加傾向にあり、内容が深くなっている。相談者は子どもからが４７％と、先進地に比べても子どもからの割合が比較的多い。中高生になると相談も増える傾向。相談は電話、面談、家庭訪問等にて行うが、解決できないときは権利救済委員会に申し立てることとなる。平成２２年度は申し立てなし。
【委員の質疑・意見交換】

○　家庭児童相談室と子ども相談室の機能分担はどう行っているのか。また、子どもの権利救済委員会について案件が上がってこないのは、うまく相談が機能しているからなのか、システムとして上がって行きにくいからなのか。

⇒　家庭児童相談室は子どもを含む家庭全体の相談を受ける主に「親支援」、子ども相談室は子ども自身からの直接の声を聞く「子支援」の違いがある。家庭児童相談室からの要請で子ども相談室が子どもの見守りを行うなど、二者の連携は取れている。また、救済制度については、この条例があることによって、学校現場や行政の意識がしっかりしており、取組が非常に熱心であるため、上がっていないと思われる。今後についても救済制度についての周知を広く市民にしていきたいと考えている。

○　子どもが直接アクセスしてくる割合は、他市より高い。１回目は保護者、学校、家児相から紹介される。一度繫がれば、その後は、子ども本人から連絡が来る。一度話を聞いたら、すっきりする子が多い。ただし、最初から本人が電話をかけてくるのは、中学生ぐらいであれば自分でかけてくるが、小さい子は難しい。
《広報啓発活動》
事務局より説明
前年度に協議したパンフレットを現在作成中で、出来次第、学校に配布する予定である。
時期ごとの広報誌での啓発、ばりっ子すくすく計画の推進講演会、ばりっ子すくすく計画の啓発、子どもの権利啓発行事の実施も予定している。ただし、時期については他の行事と重ならないよう検討する。
《子ども会議（ばりっ子会議）》
事務局より説明
前年度と同様、新しい公の委託事業に出し、「MIK運動」に推進してもらう予定であり、正式決定は５月１５日頃になる。権利委員会からの要請があるときはそれに協力してもらうよう依頼済であり、前年度の反省も踏まえた運営を行うなどの具体的な話も聞いている。
《子どもの権利を考える週間事業（ばりっ子ひろば）の開催》
事務局より説明。
ばりっ子会議の中で決定されるが、市としては開催してもらいたいと思っている。
○　事務局は、子どもに考えてもらうことを事前に準備する意識を持ち、早期対応により、時期がないからできないということが無いようにしてほしい。

○　子ども会議は子どもだけで行うのか。大人も入って行うのか。市が主催していたときは、子ども相談員がファシリテーターとして行っていたが、去年はMIK運動に委託したのでシステムが変わっているように思われる。

⇒　去年は、大人が入らず、皇學館大学の学生に子どもの意見をまとめたり、進行の手伝いをしてもらい、ばりっ子広場にも参加してもらっていた。完全に子どもだけというわけではないが、大人の考えを押し付けるのでなく、自発的に考えてもらうというのが趣旨になる。

○　市PTA連合会でも子ども議会体験を行っている。今年もするかどうかを検討中だが、同じようなことをしているように感じる。まとまめるべきどうか検討すべきでないか。

⇒　議会体験に来ていたメンバーには、ばりっ子会議のメンバーが多数含まれていた。

○　基本的には、大人が入らず子どもだけで運営することは難しいので、他市ではファシリテーターの養成をして、学生ぐらいの人たちが子どもたちのとりまとめをするということを行っている。皇學館が名張から無くなったので、ファシリテーターの養成は難しいが、本来的には大人でない中間的な人たちがリーダーの役割をするのがいい。また、今の子ども会議のメンバーは小学生が多く、中学生は少ない。子どもたちの中からリーダーが育つようなシステムを考える必要があり、それには年齢層が高い子どもたちが会議の中心にいると会議の運営が楽になると思う。子ども会議の対象者は、中、高校生なのか。また、公募をして集めているということか。それとも、学校に要請しているのか。

⇒　全ての子ども達の会議であり、自発的に集まってもらっている。子ども会議は市政に自分の意見を言いたいという子どもたちの思いを汲み上げるという役割がある。学校に募集の紙は配布するが、参加要請はしない。集まりは悪いが、参加した子が自分の友達や知り合いを誘って輪を広げているという状況。

○　組織立ててというよりは、サークル活動で、それを広げていくというイメージか。

⇒　そのとおり。去年は梅が丘での犬のフン問題を取り上げ、市長に提言。おととしは歩道の手すり設置や舗装のし直しをしてもらう要求を上げ、市で実施してもらった。大人は形になるように支援を行うが、何をしてどう進めるかは全部子どもが考えることになる。

○　生徒会の生徒など、そういうことに意識のある子を集めたほうが動きやすいと思ったが。

⇒　学校などから言われていくものでなく、行きたいからいくというものになる。

○　子ども会議は名張市子ども条例の中に位置づけられている。子どもたちが頑張ってきた成果を、子どもたち自身がアピールして、他の子どもたちに公表することを考えないといけない。その場合、学校やPTAがPRの場になると思うが、これからは生涯学習のジュニアリーダー養成のように、縦のつながりが必要になってくるのでは。上の子が下の子を引っ張り、下の子は上の子のようになりたいと思うような関係作りが必要である。

《ばりっ子すくすく計画の見直し》

事務局より配布資料説明
当該計画については条例の中で３年毎の見直しをすることとされており、事業については毎年検証することになっている。このため、２２年度実績での評価、及びアンケート調査を踏まえたばりっ子すくすく計画の見直しを本年度にお願いする。

②本年度のスケジュールについて

事務局より配布資料説明
権利委員会、検討部会のスケジュール及びアンケート等の実施予定日程案を提示。

条例関連事業の開催については、このスケジュールの中で審議願いたいが、場合によっては別日を設けることもある。

③その他

《次回会議開催日時》

⇒次回の会議日程は、７月を予定しており後日の調整となる。







